
まちの話題

3/12 子どもたちの学習環境づくりに貢献
  ～未来のノーベル賞受賞者を育てるために～

　荒尾少年少女発明クラブは、県内で唯一の発明
クラブとして、文化センターの子ども科学館 2階
「工作室」で活動しています。歴史あるこのクラブ
には、毎年、多くの子どもたちから応募があるため、
クラブ企画運営委員長の池

い け だ

田雄
ゆ う じ

二さんから、「可
能な限り、希望する子どもたち全員を受け入れた
い」と寄付があり、市では工作室全体の活動スペー
スを広げる改修を行いました。定員枠は 35 名か
ら50名に増員。平成28年度同クラブ閉講式にあ
わせて池田さんへ感謝状を贈呈しました。

▶
浅
田
市
長
か
ら
寄
付
に
対
す
る
感
謝
状

を
受
け
取
る
池
田
さ
ん
（
右
）

歴史を知り地域への愛を育む
　 ～賀庭寺ものがたりの読み聞かせ～

▶
身
近
に
あ
る
お
寺
の
歴
史
に
興
味
津
々

な
幼
児
た
ち

2/17

　卒業できてうれしいです。体育大会
ではダンスを頑張った思い出がありま
す。高校の3年間、勉強だけでなく多
くのことを学べました。この経験を糧
にして、卒業後も夢に向かって頑張り
ます。まだ閉校する実感はないですが、
荒尾高校に入学してよかったです。

2/13 福銭に良い「ご縁」の思い乗せて
　       ～四山神社春季例大祭　こくんぞさん～

　四山神社でこくんぞさんは行われました。2月
のこくんぞさんは市内外に春の訪れを告げる行事
となっており、境内には「福銭」である5円玉を
求めて多くの参拝客が詰め掛けました。5円玉は
「ご縁」に通じ、良いご縁と福をもたらされるとさ
れていて、境内には 5円玉をかたどった「ご縁く
ぐり」も設置されていました。大牟田天領保育所
の今

いまむら

村先生は、「地域の伝統行事を経験するのは
大切なことです。園児たちはお友だちが病気など
しないように祈っていました」と微笑みました。

▶
園
児
た
ち
は
、福
銭
を
手
に
、笑
顔
で「
ご

縁
く
ぐ
り
」
を
く
ぐ
っ
て
い
ま
し
た

子の健やかな成長を願う親の心
～西原大神宮春季例大祭　にしばるさん～

▶
５
０
０
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
に
し
ば

る
さ
ん

　西原大神宮でにしばるさんは行われました。
にしばるさんは子どもの神様として信仰されて
おり、神の使いである鶏の絵が描かれた絵馬に
子どもの年齢と名前を書いて奉納する珍しい習
わしがあります。すじ・ひきつけの神様として
も有名です。
　筑後市から来た家族は、「兄弟が 3人いて、上
の子が小さい時から毎年参拝に訪れています。
ことしは、４歳の子を連れてきて、もう 10 回目
くらいになりますね」と話していました。

2/11

　府本小への入学を控える幼児の体験入学が行
われ、紙芝居「賀庭寺ものがたり」の読み聞か
せが行われました。樺地区の賀庭寺は、中世の
石造物群は県指定文化財、近世の石造物群と薬
師堂に安置する仏像群は市指定文化財になって
います。同小の 5 年生は、賀庭寺保存会が制作
した紙芝居を、17 人の幼児の前で一生懸命に読
み聞かせました。幼児たちは、時には驚き、時
には歓声を上げ、賀庭寺を中心とした地域と人
とのつながりを綴った昔話に耳を傾けました。

イベントフォトレポート

荒尾高校閉校式

　一生の親友と出会えました。高校の
名前は無くなっても、荒高生としての
誇りを胸に生きていきたいです（松尾
さん）。サッカー部のマネージャー、生
徒会の役員など多くの経験をさせても
らえました。69年の長い歴史の中で、
最後の荒高生であったことに誇りを感
じています（塩満さん）。

　母校が無くなることは寂しいですね。
荒高生の頃は、体育部長として、体育
大会の運営に熱心に取り組んでいまし
た。友人もたくさんできて、人を大切
にする心を学びました。今後も同窓会
の絆を強くし、荒高の伝統を岱志高が
引き継ぎ、発展させてほしいです。

　

3
月
1
日
、
荒
尾
高
校
閉
校

式
が
、
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
69
年
の
歴
史
を
紡
い
だ

母
校
の
最
後
の
姿
を
見
よ
う
と
、

２
０
０
人
ほ
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

水み
ず
も
と元

義よ
し
か
ず和

校
長
は
式
辞
で
、「
こ

れ
ま
で
、
2
万
2
千
人
以
上
の
人

材
を
輩
出
し
、
地
域
の
進
学
拠
点

校
と
し
て
、
文
武
の
両
面
に
お
い

て
業
績
を
残
し
て
き
た
高
校
で
す
」

と
荒
尾
高
校
の
功
績
を
た
た
え
ま

し
た
。
全
日
制
、
定
時
制
の
最
後

の
卒
業
生
代
表
に
よ
る
校
旗
収
納

の
儀
式
で
は
、
出
席
者
は
感
慨
深

げ
な
表
情
で
校
旗
を
見
つ
め
て
い

ま
し
た
。
式
後
に
は
、校
内
の
「
同

窓
生
の
庭
」
で
、
記
念
碑
の
除
幕

式
が
行
わ
れ
、
最
後
は
全
員
で
校

歌
を
高
ら
か
に
歌
い
あ
げ
ま
し
た
。

　

熊
本
県
立
高
校
の
再
編
・
統
合

に
よ
り
、
荒
尾
高
校
は
3
月
末
で

閉
校
と
な
り
、
同
校
内
に
は
平
成

27
年
4
月
か
ら
岱
志
高
校
が
開
校

し
て
い
ま
す
。

卒業生の声
　　　　　～Voice of graduates ～

ありがとう、荒尾高校
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1_ 校旗収納の儀式に臨む卒業生代表 2_ 会場には多くの卒業生が集まりま
した 3_ 全員で校歌斉唱 4_ 卒業生はそれぞれに荒高の思い出を胸に刻ん
でいました 5_ 校内「同窓生の庭」で記念碑の除幕式がありました
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